
12 月クリスマス例会 プログラム

と き  2012年 12月20 日（Thu.）18:30～20:45
ところ  金沢ﾆｭｰｸﾞﾗﾝﾄﾞﾎﾃﾙ   

会 費  ¥4,000(会員不要) ¥1,000（ｺﾒｯﾄ・ﾏｺﾞﾒｯﾄ）

                     司会 数澤輝夫君       

開 会 ・ 点 鐘      幸 正 一 誠 会 長

主 題      司 会 者

ワイズ・ソング         一 同

今 月 の 聖 句     司 会 者

ﾊｯ ﾋ ﾟ ｰ ﾊ ﾞ ｰ ｽ ﾃ ﾞｲ       両 ク ラ ブ 会 長

説 教 者 紹 介       幸 正 一 誠 会 長

礼      拝 クリスマスメセージ     

         羽咋教会牧師 内 城 恵 牧 師

食 前 の 感 謝       金沢犀川クラブ

親     睦                メ ネ ッ ト 会

委 員 会 報 告          各 委 員

ニコニコタイム       高 口 昇 君

Ｙ Ｍ Ｃ Ａ の 歌       一 同

閉 会 ・ 点 鐘 金沢犀川クラブ 澤 瀬 諭 会 長

天使たちが離れて天に去ったとき、羊飼いたちは、「さあ、ベ

ツレヘムへ行こう。主が知らせてくださったその出来事を見よう

ではないか」と話し合った。そして急いで行って、マリアとヨセ

フ、また飼い葉桶に寝かせてある乳飲み子を探し当てた。

          ルカによる福音書 ２章 １５節～１７節

EMCのMはMembership.会議や奉仕など、どん

な活動にも会員間の交流と親睦を図る工夫をし

て、ワイズライフを楽しみながら関係を強めま

しょう。

米村健一EMC事業主任(熊本むさしクラブ)   

      

      

THE  SERVICE  CLUB  OF  THE  YMCA

The Y`s Men`s Club of Ｋanazawa
AFFILIATED  WITH  THE  INTERNATIONAL  ASSOCIATION  OF  Y’S  

CHARTERED  JULY  9, 1947

c/o KANAZAWA YMCA 44-1-202 SATOMI-CHO KANAZAWA 920-0998  

国 際 会 長 主 題  「世を照らす光となろう」     “Be the Light of World”
アジア地域会長主題  「歳月はY’sをワイズ(賢者)にする」 “Years Bring Wisdom”
西日本区理事主題  「先頭にたってワイズの光を輝かそう クラブで、地域で、国際社会で」

“Let’s Y’smen Light Shine before Others, in the Club, in the Community,  in the World”
中 部 部 長 主 題  「前へ！声を掛け合い１」          “Go forwarld! Call Together
金沢クラブ会長主題  「より楽しく・より豊かに 伝えようワイズワールド」        

11 月 クラブ活動状況

第１例会（11 月15日Thu.）
メ   ン： 伊藤、影山、数澤、高口、幸正、澁谷、

西尾、山本         （8名）

出席率 ： 89 ％          

メネット：伊藤、数澤、高口、澁谷、山内、山本

（6名）

コメット：西尾和晴くん        

ゲ ス ト：奥村勝幸氏夫妻       （2名）

                    

第２例会（11 月 1日Thu.）
メ  ン：伊藤、数澤、幸正、澁谷、西尾 （5名）

メネット：山内             （1名）

ニコニコタイム        １３,５００円

クラブファンド   累計   ６６,１００円

ＢＦポイント

切手    0 ㎏    累計       0㎏

現金         0 円    累計    0円

12 月間強調2012    EMC－M
今月の聖句

会 長 幸正一誠  書 記 山内健司

副 会 長 澁谷洋太郎  会 計 高口 昇

前 会 長 数澤輝夫  ﾒﾈｯﾄ会長 数澤淑子

12 月強調月間

第一例会：毎月第三木曜日 18:30～20:30
金沢ﾆｭｰｸﾞﾗﾝﾄﾞﾎﾃﾙ  Tel (076)233-1311

第二例会：毎月１日 18:30～20:00    

金沢ﾆｭｰｸﾞﾗﾝﾄﾞﾎﾃﾙ 2F （トレド）



宗教と政治

西尾 一朗

俄に衆議院が解散され、このブリテンが出る頃には

選挙は終わり、次期政権の枠組みも定まっているかも

知れません。私は、大学と大学院で政治学を専攻した

ので、ここでは多くない話題ですが政治の話をしてみ

ます。

政治とは、共同的意思決定のことです。独り生活に

は政治は存在しません。２人以上の人が、影響を与え

る範囲に居て初めて、「さあ、我々はどのように行動

しようか。」という問題が生じます。しかしもし２人

居ても、一方が他方の行動を完全に支配しており、支

配する方は、「ああ、こいつのことを支配するのもそ

れなりに気を使うし、少しは面倒だ」と思う必要さえ

ないほど、被治者は従順に行動し、その被治者も、支

配されているという感覚すら持たないほどであるなら、

政治ではないでしょう。

実際にはそんなことはなく、赤子の面倒をみる親だ

って、常に赤子の気持ちを忖度し、いろいろ苦心して

行動するものです。極端なものの言い様かも知れませ

んが、最悪の全体主義的支配ですら、人の心や行動は、

本質的に自由であるという事実を前提に、組み立てら

れています。あとは、人の自由が事実どのくらい強く

表出しているか、ということと、治者がその自由をど

れだけ尊重すべきであると考えているか、によって、

政治体制の様々なヴァリエーションが出てくるといえ

ましょう。

さて、キリスト教と自由政治は、仲が良いでしょう

か。 それとも相反するものでしょうか。 広い世界に

は、宗教が力を持っている社会で自由政治が育たない

という例がよく見られます。熱心なクリスチャンの中

には、選挙で投票すると、万一落選候補に投じてしま

った場合は、神様のご意思に反する投票行動を結果的

にであれしてしまうことになるし、そもそも現政権に

反対する投票自体が全ての政府は神様から権威を預っ

ていることへの反抗になり兼ねないし・・・と悩み、

挙句棄権してしまうという方もあるそうです。

しかしそんな心配は、本当は無用なのです。

信者が、祭司（人）に頼るのではなく集会して、人

を超える神様にのみ平等に従属する自律的結社を作っ

たことは、総統や首領様に頼る全体主義とは明らかに

不似合いです。また、一人一人に神様の賜物が与えら

れているとする信仰は、誰もが、他の誰かの手段に成

り下がる必要がないとする（そんなことをすれば神様

を手段と化してしまいますから。）理論を生み、もっ

て、全ての人の人格の尊重＝自由主義の基盤となりま

す。転じてこの考えは、一人一人が神様の栄光を表し

得るのだから、その一人一人が真剣に考えて表明した

意思は、誰か一人ないし特定グループを優遇してカウ

ントするよりは、平等に数えた方が理屈に合うという

結論を生み、民主主義の基盤ともなるのです。

スコットランドに根を張った清教徒の一部は、イン

グランド国王の専制に反発してアメリカに自治の国を

作り上げました。キリスト教の集会の経験が、そのま

まアメリカ諸植民地のタウン・ミーティングの当たり

前かつ順調な運営に寄与しました。よく祈った上で真

剣な議論を交わし、一致を見なかったならば投票で計

る、その過程での様々な意見は、全て最後の最良の結

論、つまり神様のプレゼントに至るための必要な順序

であり、投票で負けた意見すら、それに貢献している

と考えるのです。しかも神様の遠大なご意思は、一旦

多数を占める民衆の熱狂や欲望に従って実験させ、然

る後に失敗を経験させ、前回は少数意見に終わった真

実正しい結論に皆の目を疑念なく向けさせる、という

芸当までさせます。だから正しい自由主義の運営では、

少数意見は抹殺されずに記録され、尊重されます。

この日本では、個人の尊重ということがまだまだ困

難です。一人一人が神様に愛されているという精神が

育っていないので、命は軽くて自殺は多く、死刑も廃

止されません。キリスト教をはじめとする宗教的少数

者への大小の圧迫は、それをしている多数派が無頓着

なだけに一層始末が悪いです。我が国でも単なる多数

決への素朴な信頼はまま見られますが、それを、自由

政治・民主主義に変えるヒントは、実はカンタンなこ

と「個性の完全な尊重」であるということを、多くの

方が認めてほしい、そしてキリスト教はこれに大いに

寄与できるはずであると思うこの頃です。

内城 恵氏 プロフィール

埼玉県生まれ

埼玉県の和戸教会で幼児洗礼、信仰告白を受

ける

北陸学院高校卒業

聖和大学キリスト教教育学科卒業

東京神学大学大学院卒業

2002年 4月より日本基督教団 羽咋教会牧師

羽咋白百合学院理事・同 羽咋白百合幼稚園チ

ャプレン

北陸学院中学校 聖書科非常勤講師



メネット 澁谷 節子さん  12月 23日

【11月例会報告】

11 月は石川県猟友会金沢支部支部長の奥村勝幸氏

ご夫妻をゲストに招き、スピーチをお願いしました。

金沢ワイズメンの仲間の中には、狩猟に関係する方は

一人もなく、大変興味深いスピーチでした。勝幸氏は

狩猟を初めて 40年になるという。勝幸氏の仲間が家で

ワイワイやっていると、奥様もその仲間に一緒に入れ

るということで、16年ほど前から狩猟をはじめられと

か・・・。その頃勝幸氏は会社勤めをやめ、趣味が高

じて狩猟の道に入られたということでした。スピーチ

の概要は次のようでした。

猟友会会員は全国で 11万 2千人ほどいる。その中で

石川県では約 700人、金沢では 200人くらいが猟友会

の会員となっている。

鉄砲を撃つ目的は①狩猟、②有害鳥獣捕獲、③射撃

の 3つであり、これ以外に鉄砲を持つことは許されな

い。11万 2千人が持っている鉄砲の数は 22万 171丁、

ライフル銃は 3万 5千６丁、空気銃は２万６千６１２

丁である（平成 23年 5月現在）。ただし、鉄砲撃ちの

経験 10年たたなければ、ライフル銃を持つことはでき

ない。ライフル銃は飛距離が４㎞ある。ここ（片町）

から撃つと内灘まで飛んでいく。（「すご～い！」と

みんなびっくり）。クマを撃つときは 300mあれば全

部当てられる。射撃は私より母ちゃん（奥様）の方が

3 倍くらいうまい。しかしクマなど獲物を狙うときは

少々感覚が違う。石川県にはクマは700～800頭いると

いわれているが、その 12％ 82頭を 1年間に撃っても

いいとされている。

残念ながら、毎年全国で 4，5件の死亡事故がおきて

いる。また、猟銃による自殺も結構ある。

また、私は 65歳になるが、金沢の猟友会の中では若

い方。もう 10年もたつと、金沢に銃を持つ者はいなく

なるのでは・・・と、思う。となると、イノシシ、鹿、

クマ、サルなど増えてくる恐れがある。辰巳ダムあた

りの畑はこれらの動物に荒らされ全滅状態。

狩猟をやるものは春は山菜とり、夏はイワナ釣り、

秋は苔とりで冬は狩猟と、1 年中山に登っている。山

一面、見事な苔のあるところを知っているが、我々が

いなくなれば、だれがとりに行くのだろう。若いもの

はやりたがらないし、もったいない話だ。

全国で狩猟をやるものは 60歳以上が 75,000人、50
歳代が 24,000人、30歳代が 6,300人、20歳代は 2,500

人しかおらず、山は荒れてきている。その為、野生の

動物が人里に姿を現すようになってきた。若い狩猟家

の増加を望むところである。  （文責 山内ミハル）

～～～～～～～～ お 知 ら せ ～～～～～～～～～

☆12月のニコニコタイムについて

  12 月例会のニコニコタイムで集められたものは

全額、東日本大震災の被災地に送ります。

☆1月第2例会の変更について

1 月の第 2 例会は次のように変更します。お間違

いの無いようお願いします。

日時：1月8日（火）18：30～

場所：金沢ニューグランドホテル トレド

☆京都洛中ワイズメンズクラブ 25周年記念例会

日時：2013年 1 月 19日（土）16：00～
場所：京都全日空ホテル

登録費：￥10,000
申込み締め切り 12月 20日

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

☆早天祈祷会について

1月は元旦の為、早天祈祷会は中止します。

☆国際協力募金について

去る11月11日「ながまちふれあいフェスティバ

ル2012」などで国際協力募金を行い、日本ＹＭＣＡ

同盟に募金額4,000円を送金しました。

ブリテン執筆： 伊藤 仁信君

        山内ミハルさん

卓 話 担 当： 山本 達也君

原稿は 12 月25 日までに山内までお願いします。

1月の担当

Happy Birthday

YMCAのお知らせ



～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

【メネット会新年会のお知らせ】

メネット会の新年会は、メネットさんお得意のお

料理一品持ち寄りの「ポットラックパーティ」が恒

例となりました。ご夫婦おそろいでご参加下さい。

2013年の新年会は下記のとおりです。ご準備よろ

しくお願いします。

  日時 2013年 1月26日（土）17:00～19:30

  場所 澁谷洋太郎・節子さん宅

     金沢市畝田中4-76 ℡268-1051

メ ネ ッ ト  報

芋煮会

急に秋を通り越し初冬を感じさせる様な日々です

が、金沢ワイズのメネット会主催の恒例芋煮会の時季

が来ました。主旨は、金沢ＹＭＣＡの子供達に野外で

ご馳走し楽しい一時を過ごそうと言う事でしたが、あ

いにくの雨空だったのでメネット会長さんが屋内の

会場をも予約していたので安心して準備する事が出

来ました。

集合時間にはスタッフ全員早めに来て下さったの

で、料理具材・火付け火回り・会場設営、運搬係り等

各係りに別れ準備を開始しました。誰も何を言わなく

とも一斉に各係りに就く姿は自分達の事ですが長年

鍛えられた腕と感性だと感心いたしました。作り方は

私の故郷と違い、水の替わりに日本酒を使うのがミソ

で味噌は使わず醤油味です。後は同じのようですがお

肉が多めです。

間もなくゲストの方々が三々五々顔を出しはじめ

ましたが、今年は金沢教会の創設者の孫に当たるご家

族と親戚の方々がアメリカより参加され、また県外か

らは京都のセンチュリークラブの大槻メンご夫妻、キ

ャピタルクラブから柳メンご夫妻が遠路馳せ参じて

いただき地元からは金沢ＹＭＣＡ理事長ご夫妻、矢崎

さんご家族、谷内さんご家族、金沢犀川クラブより北、

平口メンそして、金沢クラブの幸正会長以下５人、コ

メット１人､メネット会会長以下３人と故山谷澄メン

のご夫人の山谷明代さんが参加されました。

総勢 30 余名になり例年にない多数の方々が参加し

て下さり、出来上がるのを今か今かと待っておりまし

たがシェフが沢山居るので味付けや火加減が大変で

注文が多く誰が総シェフかわからないくらいでした。

やっと出来上がった鍋を会場に運び、お椀に盛りつけ

食前感謝の祈りのもとに早速口元へ運びました。

多くのシェフの味が渾然一体となり、その美味しい

こと時間の過ぎるのも忘れ食べ飲み(ノンアルコー

ル）大人達は話しに花を咲をせ、子供達はゲームに

熱中しておりました。今年は会場が屋内だったため

か、お互い話しが見えたのではないかと思います。

最後に恒例になっておりますチューボー総シェフが

残り火でサツマイモを焼いておりましたので、別腹

と称しほどよい焼き加減で大変美味しくいただきま

した。身（味）も心も満腹になり金沢の秋を堪能す

ることができました。お名残り惜しいですが予定の

時間になりましたので、記念写真に微笑み顔で収ま

り来年も健康で再会出来ることを祈りつつ散会いた

しました。        （伊藤 悦子 記）

参加者全員集合！

アメリカからのゲストも加わって

船頭ならぬシェフ多くして・・・？


